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	1. 日本の製造業が直面している危機 　日本がものづくり大国、技術大国と呼ばれていたのは一昔前のことである。現在、日本の製造業は世界各国に対抗できなくなりつつある。世界経済フォーラム（WEF：World Economic Forum）が発表している国際競争力レポート（2018）によると、Innovation（イノベーション）において日本は現在8位であり、下降傾向にある。また、同時に示されているCapacity for Innovation（イノベーション能力）では日本は21位であり、明らかに下降傾...
	出所：内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）「世界経済フォーラム（WEF）国際競争力レポートにおけるイノベーションランキングの現状の分析について」（2017年1月）より大和総研作成
	2. 打開策は 　これまで日本企業が顧客に提供していたのは、主に「機能的価値」である。機能的価値は、商品が持つ基本機能により直接的にもたらされる価値であり、技術力の向上により高めることができる。これに対し、重要度が増しているのが「意味的価値」である。意味的価値は、特定の顧客が商品の特徴に関して主観的な解釈や意味づけによって創り出される価値である（図3）。これに近い概念は「経験価値」「情緒的価値」「次元の見えない価値」「感性価値」といったもので、いずれも商品の機能や実用性では数値化できない価値を表し...
	時価総額世界一のアップル、高利益率のダイソンそして高報酬のキーエンスはデザインやアートを経営に取り入れ、成功している企業である。次回のレポートではこれら企業の事例を紹介し、日本企業が世界で生き残るための具体的な処方箋について考える。
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